
平 成 2 0 年 度  財 務 レ ポ ー ト

　

※1: センター債務負担金とは、法人化前に国立大学特別会計から承継した
借入金のことです。

※2： 負債構成比率（財務の健全性･安全性を示す指標の一つ）
＝ (センター債務負担金+借入金+未払金+その他負債) / 負債及び純資産合計

■経常収益構成（20年度） ■資産構成(20年度） ■負債構成 (20年度）■経常費用構成（20年度）                                      
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　　　　　　　　　　　　資産の部
 19年度 20年度 増減
土地 448.6 448.6 0.0
建物 174.6 179.0 4.4
建物附属設備 81.3 80.6 ▲ 0.7
図書 28.8 29.0 0.2
工具器具備品 67.6 49.5 ▲ 18.1
建設仮勘定 30.0 52.2 22.2
現金預金 131.2 97.0 ▲ 34.2
未収附属病院収入 26.4 27.9 1.5
有価証券 30.1 69.0 38.9
その他 15.0 19.6 4.6

資産の部合計 1,034.2 1,052.9 18.7
注）単位未満を切り捨てているため、必ずしも計は一致しません。

　　　　　　　　　    　経常収益
 19年度 ２０年度 増減
運営費交付金収益 148.2 144.0 ▲ 4.2
学生納付金収益 45.3 44.4 ▲ 0.9
附属病院収益 150.0 154.8 4.8
受託研究等収益 15.5 11.9 ▲ 3.6
寄附金収益 9.1 8.1 ▲ 1.0
施設費収益 1.7 2.5 0.8
補助金収益 1.5 1.8 0.3
資産見返負債戻入 9.0 7.9 ▲ 1.1
財務収益 0.3 0.5 0.2
雑益 4.2 4.1 ▲ 0.1
経常収益合計 385.2 380.3 ▲ 4.9
                         　　臨時利益
 19年度 ２０年度 増減
徴収不能引当金戻入益 0.1 0.0 ▲ 0.1
                    　　目的積立金取崩額
 19年度 20年度 増減
目的積立金取崩額 0.4 1.8 1.4

　　　　　　　　　　　　負債の部
 19年度 20年度 増減
資産見返負債 59.6 61.1 1.5
センター債務負担金 222.0 199.9 ▲ 22.1
借入金 47.8 68.8 21.0
未払金 76.0 73.4 ▲ 2.6
運営費交付金債務 16.7 9.2 ▲ 7.5
寄附金債務 40.1 42.5 2.4
その他 7.0 7.8 0.8
　負債の部合計 469.5 463.0 ▲ 6.5

　　　　　　　　　　　純資産の部
  19年度  20年度  増減
資本金  467.4  467.4  0.0
資本剰余金  49.2  58.9  9.7
利益剰余金  47.9  63.4  15.5
　純資産の部合計  564.7  589.8  25.1
負債及び純資産合計        1,034.2  1,052.9  18.7
 

（単位：億円）（単位：億円）

　　　　　　　　　     　経常費用
 19年度 20年度 増減
業務費用 349.4 347.6 ▲ 1.8
　教育経費 18.1 19.4 1.3
　研究経費 18.8 19.3 0.5
　診療経費 104.6 105.3 0.7
　教育研究支援費 2.0 3.0 1.0
　受託研究等経費 15.0 11.4 ▲ 3.6
　人件費 190.6 188.9 ▲ 1.7
一般管理費 10.6 11.0 0.4
財務費用 5.7 5.3 ▲ 0.4
雑損 0.0 0.0 0.0
　経常費用合計 365.8 364.1 ▲ 1.7
　　　　　　　　　　  臨時損失
 19年度 20年度 増減
固定資産除却損 0.5 0.3 ▲ 0.2
　　　　　　　　　   当期総利益
 19年度 20年度 増減
当期総利益 19.4 17.7 ▲ 1.7
注）単位未満を切り捨てているため，必ずしも計は一致しません。

　
徳
島
大
学
は
本
学
を
支
え
て
く

だ
さ
る
多
く
の
学
生
、
保
護
者
、
同

窓
生
、地
域
の
皆
様
に
透
明
性
の
高

い
財
務
情
報
を
提
供
し
、大
学
の
財

政
状
態
及
び
運
営
状
況
に
つ
い
て

ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め

る
こ
と
が
重
要
な
責
務
の
一
つ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
16
年
４
月
、本
学
は
他
の
全

て
の
国
立
大
学
と
同
様
法
人
化
し
、

国
か
ら
独
立
し
た
経
営
体
と
し
て

の
運
営
を
行
う
こ
と
と
な
り
、本
年

度
は
法
人
化
後
５
年
が
経
過
い
た

し
ま
し
た
。 

本
レ
ポ
ー
ト
は
こ
の

た
び
９
月
１
日
付
け
で
文
部
科
学

大
臣
か
ら
承
認
を
受
け
ま
し
た
平

成
20
事
業
年
度
財
務
諸
表
を
も
と

に
、現
在
の
財
務
状
況
を
で
き
る
だ

け
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
作
成
し
ま
し
た
。
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■貸借対照表 
貸借対照表は、決算日における本学の全ての資産、負債及び純資産を記載することによりその財政状態を明らかにしています。

■損益計算書 
損益計算書は、事業年度内に本学が実施した事業等により発生したすべての費用と収益を記載することにより、その運営状況を明らかにしています。

【負債構成】
● センター債務負担金(※1参照)及び借入金が全体の約6割
を占めます。

● センター債務負担金の返済が順調に進んでいる一方で
附属病院施設の整備（西病棟新営）のため、新たな借
入を行っており、借入金は前年度比21億円増となって
います。

● 負債構成比率(※2参照)は33％と前年度から1％の改善と
なっていますが、全国平均17％、同規模大学平均20
％（いずれも19年度の値）と比較しても依然高い水準
にあり、今後の借入による設備投資等には慎重な検討
が必要です。

【資産構成】

● 土地が全体の約4割と割合が大きくなっています。

● 20年度は施設整備費、目的積立金などを財源として、
医学系総合実験研究棟改修や附属図書館等改修を行っ
たため、建物が4.4億円の増となっています。

● 一方で、工具器具備品は減価償却により、18.1億円の
減となっており、計画的な機器の更新などが課題とな
っています。

● 建設仮勘定の22.2億円増は、主として西病棟（21年8
月竣工）新営工事に伴うものです。

● 現金預金の減、有価証券の増は譲渡性預金の取得による
ものです。

【経常収益の概略】
● 収益は、附属病院収益と運営費交付金収益で全体の約
8割を占めています。運営費交付金収益は毎年度減少
しており、20年度は4.2億円減少していますが、そ
れを補充するように附属病院収益が4.8億円増加して
います。

● 受託研究等の受入の減少により、受託研究等収益が
3.6億円減少しています。

●学生納付金収益は、授業料、入学料、検定料などによ
り構成されております。

【経常費用の概略】
● 人件費が全体の半分以上を占めていますが、定員削減等
により1.7億円減少しています。

● 次に多い診療経費は、診療報酬獲得のために要する経費
で、附属病院収益が増えたため増加しています。

● 受託研究等経費は、受託研究等の受入が減少したため、
3.6億円減少しています。



■当期総利益 ■目的積立金
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【
目
的
積
立
金
の
概
略
】

　
国
立
大
学
法
人
は
、
利
益
の
獲
得

を
目
的
と
は
し
て
お
ら
ず
、
補
助
金

（
運
営
費
交
付
金
）
を
受
け
て
事
業

を
実
施
す
る
法
人
で
あ
る
た
め
、
損

益
均
衡
の
原
理
が
会
計
制
度
の
基

本
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
経

費
の
節
減
、
自
己
収
入
の
増
加
な
ど

経
営
努
力
を
行
っ
た
際
に
は
利
益

が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
当
期
総
利
益
の
う
ち
文
部
科
学

大
臣
の
承
認
を
受
け
た
額
に
つ
い

て
は
目
的
積
立
金
と
し
て
積
み
立

て
ら
れ
、
翌
事
業
年
度
へ
の
繰
り
越

し
及
び
使
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

平
成
20
年
度
は
、
総
利
益
18
億
円
の

う
ち
9
億
円
を
目
的
積
立
金
と
し

て
承
認
申
請
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
目
的
積
立
金
は
、
中
期
計
画

で
定
め
た
使
途
に
充
て
る
こ
と
が

で
き
、
本
学
の
中
期
目
標
に
お
い
て

は
、「
決
算
に
お
い
て
剰
余
金
が
発

生
し
た
場
合
は
、
教
育
研
究
の
質
の

向
上
及
び
組
織
運
営
の
改
善
に
充

て
る
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

【
主
な
施
設
の
整
備
状
況
】

　
蔵
本
地
区
で
は
19
年
度
ま
で
の

改
修
に
引
き
続
き
医
学
系
総
合
実

験
研
究
棟
（
臨
床
研
究
棟
の
西
半

分
）
の
改
修
に
加
え
、
旧
第
５
病
棟

を
保
健
学
科
教
育
部
の
講
義
室
と

実
習
室
に
改
修
し
ま
し
た
。
ま
た
、

附
属
病
院
西
病
棟
の
工
事
も
順
調

に
進
め
ら
れ
、
平
成
21
年
８
月
に
竣

工
し
ま
し
た
。

　
常
三
島
地
区
で
は
附
属
図
書
館

本
館
の
改
修
、
共
通
講
義
棟
５
号
館

の
改
修
を
行
い
ま
し
た
。
附
属
図
書

館
は
新
館
も
含
め
全
面
的
な
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
図
り
、
広
々
と
し
た

空
間
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
明
る
く

使
い
や
す
い
図
書
館
と
な
り
ま
し

た
。

　
平
成
21
年
度
も
総
合
科
学
部
１

号
館
や
保
健
学
系
総
合
研
究
棟
の

改
修
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
学
生
及
び
教
職
員
が
よ
り

快
適
な
大
学
生
活
を
過
ご
せ
る
よ

う
に
施
設
・
設
備
の
改
善
・
充
実

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
ま
と
め
】

　
平
成
20
事
業
年
度
の
徳
島
大
学
は
、
約
17
億

円
の
利
益
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
は

病
院
収
入
そ
の
他
の
業
務
収
入
の
増
加
、
業
務

の
効
率
的
な
実
施
に
よ
る
経
費
の
削
減
な
ど

経
営
努
力
に
よ
る
利
益
と
国
立
大
学
法
人
に

お
け
る
固
有
の
会
計
処
理
に
よ
る
資
金
の
裏

付
け
の
な
い
利
益
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
約
９
億
円
は
本
学
の
経
営
努
力
に
よ
っ

て
生
じ
た
利
益
で
あ
り
、
目
的
積
立
金
と
し
て

文
部
科
学
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
後
、
中
期
計

画
を
踏
ま
え
な
が
ら
効
率
的
な
活
用
を
図
っ

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
残
り
の
約
８
億

円
は
国
立
大
学
法
人
に
お
け
る
固
有
の
会
計

処
理
に
か
か
る
資
金
の
裏
付
け
の
な
い
利
益

の
た
め
使
え
ま
せ
ん
。

　
一
方
で
、
徳
島
大
学
の
財
政
基
盤
の
多
く
は

運
営
費
交
付
金
等
の
国
か
ら
の
補
助
で
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
法
人
化
２
年
目
の
平
成
17

年
度
か
ら
平
成
20
年
度
末
ま
で
に
累
計
で
約

14
億
円
が
減
額
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
現
状
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
毎
年
度

に
お
い
て
病
院
収
入
な
ど
自
己
収
入
を
増
加

し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
り
ま

す
が
、「
地
域
に
生
き
、
世
界
に
羽
ば
た
く
徳

島
大
学
」
と
し
て
、
教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献

及
び
診
療
の
各
分
野
に
わ
た
り
、
そ
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
不
断
の
見
直
し
・
改
善
を
進

め
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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医学部・歯学部附属病院　西病棟
平成21年8月完成

医学系総合実験研究棟改修
平成21年3月完成

附属図書館（常三島本館）改修
平成21年3月完成

（注）目的積立金取崩額（使用額）は、目的積立金の減として負の表示としています。

青野敏博学長の挨拶木戸センター長の講演

記念式典テープカット

日亜メディカルホール

展望レストラン「ウェルカ」

総合リハビリテーションセンター

　
国
立
大
学
法
人
の
役
職
員
の
報
酬
・
給
与

等
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
や
民
間
企
業
の

給
与
、
法
人
の
業
務
の
実
績
を
考
慮
し
、
社
会

一
般
の
情
勢
に
適
合
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、

各
法
人
が
そ
れ
ぞ
れ
支
給
の
基
準
を
定
め
、
総

務
省
の
定
め
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
公

表
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
徳
島
大
学
も
そ
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
平
成
20
年
度
に
支
給
し
た

役
員
の
報
酬
等
、
常
勤
職
員
の
給
与
、
職
員
と

国
家
公
務
員
及
び
他
の
国
立
大
学
法
人
等
と

の
給
与
水
準
（
年
額
）
の
比
較
指
標
及
び
総
人

件
費
等
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
徳
島
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
大

学
紹
介
」↓「
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
」↓

「
法
定
公
開
情
報
」↓「
国
立
大
学
法
人
徳
島
大

学
の
役
職
員
の
報
酬
・
給
与
等
に
つ
い
て
」
を

ご
覧
下
さ
い
。

http://
www.tokushima-u.ac. jp/pdf2/
h20kyuyosui jyunkouhyou.pdf

　
平
成
19
年
１
月
に
着

工
し
た
徳
島
大
学
病
院

西
病
棟
が
、
約
２
年
半

の
歳
月
を
経
て
、
本
年

８
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。

地
上
11
階
、
延
床
面
積

１
９,
１
０
０
㎡
の
建
物

は
、
平
成
10
年
に
完
成

し
た
東
病
棟
と
一
体
に

な
る
よ
う
に
、
雁
行
型

に
配
置
さ
れ
て
お
り
、

１
階
に
は
、
従
来
の
４

倍
の
面
積
に
拡
大
さ
れ

た
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
１

類
感
染
症
に
対
応
で
き

る
第
１
種
感
染
病
床
２

床
、
さ
ら
に
６
階
に
は

第
２
種
感
染
病
床
６
床

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
10
階
に
は
、
病
棟
全
体
を

無
菌
ゾ
ー
ン
と
し
た
細
胞
治
療
セ
ン

タ
ー
、
11
階
に
は
、
本
院
を
訪
れ
た

方
に
憩
い
の
場
を
提
供
す
べ
く
展
望

レ
ス
ト
ラ
ン
、
日
亜
化
学
工
業
株
式

会
社
の
ご
寄
附
に
よ
る
日
亜
メ
デ
ィ

カ
ル
ホ
ー
ル
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
新
し
い
試
み
と
し
て
、
武

蔵
野
美
術
大
学
と
の
共
同
事
業
に
よ

り
、
１
階
ロ
ビ
ー
に
患
者
さ
ん
等
へ

の
癒
し
の
場
を
提
供
す
る
ホ
ス
ピ
タ

ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
３
階
の
小
児
医
療

セ
ン
タ
ー
に
入
院
し
て
い
る
子
ど
も

の
た
め
の
遊
び
場
と
し
て
、
プ
レ
イ

ル
ー
ム
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
ま
し
た
。

９
月
１４
日
に
は
竣
工
記
念
式
典
・
祝

賀
会
を
挙
行
し
、
高
井
衆
議
院
議
員
、

仁
木
衆
議
院
議
員
、
中
村
参
議
院
議

員
、
中
谷
参
議
院
議
員
、
西
阪
文
部

科
学
省
大
臣
官
房
文
教
施
設
企
画
部

長
（
岡
技
術
参
事
官
代
読
）、
飯
泉
徳

島
県
知
事
（
里
見
副
知
事
代
読
）、
甲

田
武
蔵
野
美
術
大
学
学
長
、
他
国
立

大
学
病
院
長
、
関
連
病
院
関
係
者
、

大
学
関
係
者
な
ど
約
２
０
０
人
の
参

加
の
も
と
、
盛
大
に
竣
工
を
祝
い
ま

し
た
。

　
徳
島
大
学
疾
患
酵
素
学
研
究
セ

ン
タ
ー
は
６
月
25
日
、
全
国
共
同
利

用
・
共
同
研
究
「
酵
素
学
研
究
拠
点
」

と
し
て
文
部
科
学
省
か
ら
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
本
制
度
は
、
従
来
、
国
立
大
学
の

附
置
研
究
所
や
大
学
共
同
利
用
機

関
等
を
中
心
に

推
進
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
国

全
体
の
学
術
研

究
の
更
な
る
発

展
の
た
め
に
は

国
公
私
立
大
学

を
通
じ
て
研
究

者
が
共
同
で
研

究
を
行
う
体
制

を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

た
め
、
平
成
20
年
７
月
、
文
部
科
学

大
臣
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
も
の
で

す
。

本
拠
点
で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
連

携
す
る
研
究
機
関
か
ら
の
研
究
者

を
受
け
入
れ
、
酵
素
学
の
基
礎
研
究

と
先
導
的
医
学
応
用
研
究
を
全
国

規
模
で
展
開
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
諸
外
国
の
研
究
機
関
と

も
連
携
し
、
組
織
、
設
備
、
人
材
の

整
備
・
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
酵
素

学
の
「
国
際
研
究
拠
点
」
を
目
指
し

ま
す
。

　
８
月
28
日
に
は
、
全
国
共
同
利

用
・
共
同
研
究
「
酵
素
学
研
究
拠
点
」

認
定
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
疾
患
酵
素
学
研
究
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
次
号
﹇
Ｎ
ｏ.

１
３
８
（
冬
号
）﹈
の
「
最
先
端
研
究

探
訪
」
で
ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

18

徳
島
大
学
疾
患
酵
素
学
研
究
セ
ン
タ
ー
が

「
酵
素
学
研
究
拠
点
」
と
し
て

文
部
科
学
省
か
ら
認
定

徳
島
大
学
役
職
員
の

報
酬
・
給
与
等
の
水
準
の

公
表
に
つ
い
て

徳
島
大
学
病
院
西
病
棟
が
竣
工


